
観光危機管理計画について

資料１



１． 背 景
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石垣市における観光客数の推移

平成元年から現在まで観光客数は増加傾向。
一方で、国内外・市内外での様々な「危機」の際、観光客数が減少した時期が存在。

出典：統計いしがき、石垣市HP等より作成

H3 バブル経済崩壊

H13 9.11テロ事件

H21 新型インフルエンザ流行

R2 新型コロナウイルス流行

H23 東日本大震災
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観光危機管理に関する県の契機

災害・危機の際に観光に大きなマイナスの影響があったことから、県では「安全・安心・快適
な観光地」の必要性を認識。
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出典：令和３年度沖縄県観光危機管理体制構築事業資料



２． 観光危機管理計画について



観光危機とは

台風、地震、津波、航空機事故、感染症などの災害・事故等の発生により、観光客や観光産業
に甚大な被害をもたらし、その発生から対応までを限られた時間と不確実な状況の下で意思
決定をしなければならない県内又は県外で発生する危機や風評被害等のこと

県が対象とする観光危機
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出典：令和３年度沖縄県観光危機管理体制構築事業資料



観光危機管理とは

一般的な自然災害に対する防災対策等と同様に、「観光危機発生前からの日頃からの対策」、
「観光危機発生時の迅速な対応」、「危機発生後の早期回復」等の段階別に構築。

県による観光危機管理の枠組み
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観光客や観光産業に甚大な被害をもたらす観光危機を予め想定し、
被害を最小化するための減災対策

観光危機発生時における観光客への情報発信、避難誘導・安全確保、
帰宅困難者対策等の迅速な対応

観光危機後の風評被害対策、観光産業の早期復興、事業継続支援等を
組織的かつ計画的に行う

出典：令和３年度沖縄県観光危機管理体制構築事業資料



観光危機管理対策の４段階

平常時、危機発生前、危機発生時、危機後の組み合わせとして構築。
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出典：令和３年度沖縄県観光危機管理体制構築事業資料

県による４段階の考え方



県の観光危機管理体制

県（災害対策本部、観光危機管理対策本部）と関係機関（観光関連団体・事業者、市町村）との
連携により構築。
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観光危機発生時の観光危機管理体制

出典：令和３年度沖縄県観光危機管理体制構築事業資料

各主体の連携を参考に、今後
「石垣市版」を構築



３． 先行取組例



県での観光危機管理に関する計画策定状況

県では、基本的な行動指針、具体的な対応マニュアル、実施計画を先行的に策定。
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県で策定している計画

出典：令和３年度沖縄県観光危機管理体制構築事業資料

・石垣市地域防災計画との整合
・八重山圏域の連携の考慮

・発生頻度の高い台風のほか、大規模な
被害が懸念される地震・津波等を想定。
観光客対策の基本的な考え方、行動要
領を構築

・勉強会・訓練を通じた、普及・啓発、習熟

石垣市での取組予定

「（仮称）石垣市観光危機管理計画」
として策定



県内での取組状況

県内市町村では、全体の３分の１程度の取組状況。
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観光危機管理計画策定済の市町村
（令和3年6月時点）

出典：一般財団法人沖縄観光コンベンションビューローHP



内容構成の先行事例

平常時、危機発生前、危機発生時、危機後の４段階に応じた基本方針、具体的な取組を掲載。

内容構成（例）
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第１章総則
◎計画の目的、位置づけ、用語定義
◎当該地域の特性
◎想定する観光危機 等

第２章観光危機管理体制
◎体制の考え方
◎観光危機管理体制

第３章平常時の減災対策
◎情報伝達体制の整備、標識・マップ作成
◎普及・啓発、指導者育成等について 等



内容構成の先行事例

内容構成（例） つづき
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第４章危機対応への準備
◎取組体制
◎行動フロー、マニュアル
◎訓練
◎情報提供体制、要配慮者対応、観光客支援 等

第５章危機への対応
◎観光危機管理体制の設置
◎避難誘導・安否確認、帰宅支援、物資供給、風評被害対策 等

第６章危機からの回復
◎観光危機後の観光誘客、観光産業の早期回復・事業継続
◎関係機関との連携強化
◎緊急融資、雇用継続等

第７章計画の効果的な実現
◎計画の運用、見直しのあり方について

その他資料
◎観光危機時の行動フローの例、関係機関連携の例、関係機関連絡先、用語集



取組内容の先行事例
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【平常時】

案内標識、資料等での
他言語、やさしい日本
語による表記

危機時に観光客に求め
る行動、事業者による
行動の資料記載、説明

観光客向け備蓄物資

観光客（役）を交えた
訓練等の実施

危機発生前後、回復時
の行動に関する研修

等

観光客向けとして、一般的な災害対応と比較して官民連携による特徴的な取組が実践されて
いる。

【危機発生前】

観光危機管理体制、
観光事業者等による
情報発信

観光事業者等による
避難誘導

交通事業者等の計画
運休

観光事業者等による
対応の準備（居場所
がない観光客の把握
等）

等

【危機発生後】

観光事業者からの名簿提
供による安否確認

⺠間による観光客向け一
時滞在施設の提供

インフルエンサー等も活
用した地域外への情報発
信（現地の無事情報等）

観光客の帰宅支援（救援
機の活用等）

遺体の帰宅支援

等

【危機後】

キャンペーンの実施

資金貸付

等



４． 今後の策定に向けて



石垣市観光危機管理計画の策定に向けた留意点

 「活きた観光危機管理計画」とし、観光関連事業者が使いたくなる計画とする。
 収益向上に向け「安全安心の石垣」という再ブランド化により取組意欲向上へつなげる
 現場の声を反映した計画づくりとし、よりリアルで当事者意識のこもった計画とする
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 先行事例には、「○○市観光危機管理体制（イメージ）」、「観光危機時の行動フ
ロー（例）」、「関係機関『等』」のように、実効化しきれていない内容が存在。

 先行事例も参考にはなるが、石垣市では、離島特性、八重山圏域を見据えた行動
を盛り込む必要あり。

 石垣市（八重山圏域の連携を見据えて）での観光危機管理の実際の担い手となり
うる主体に参画いただき、これまでの経験や対応の可能性、具体的な担い手の
あり方やイメージを伺うなど、実効性を担保しながら作業を遂行。

 石垣市災害対策本部（地域防災計画）との連携のあり方を検討。

 想定する観光危機の種類に応じて行動が異なるので、身近な台風や大被害が懸
念される地震・津波等の事象を対象に先行的に検討し、まずはイメージを共有。



6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
計画の位置づけ、準備
観光危機管理体制の検討
観光危機管理計画（案）
作成
各種マニュアル類の作成
勉強会・訓練の実施 ● ● ●
各種委員会の運営補助
観光開発審議会 ★ ★ ★ ★
観光危機管理計画素案検討会 ○ ○ ○
観光基本計画素案検討会 ○ ○ ○ ○

手法・体制・スケジュール（案）

 「石垣市観光危機管理計画素案検討会」を設置し、計画実行の担い手となりうる主体と作業
 「勉強会」、「訓練」を実施し、観光危機管理の理解共有とともに、関係主体の連携を促進
 「マニュアル」を作成し、観光事業者の特性に応じた個々の取組を誘発
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検討内容を基
に意見交換 計画（素案）、マニュアル

（素案）をもとに意見交換

行動やマニュアルの精度を確認・共有

石垣市における“観光危機”とは何かについて、整理


